
☎ FAX

1.　運営方針

2.　施設の特徴

3.　利用者の状況 （2022/4/1現在）
① 性・年齢別 （人）

② 主たる対象者 ③ 平均年齢 ⑥重複障害の状況

④ 障害支援区分別 （人）

⑤ 各障害手帳等級別 （人）

⑦ 退所先と退所時の状況（直近4年間） （人）

⑧ 利用者の入所前の状況（直近4年間） （人）

⑨ 利用者の地域別人数（大阪市　各区別） （人）

人数 1  1  3  1  5  15  

2022/4/1現在

施設・事業所名 ワークセンターいまがわ 施設・事業の内容 生活介護

法　人　名 (社福) 今川学園 利　用　定　員 24名

郵 便 番 号 547-0048 ホームページアドレスhttps://imagawagakuen.net/workcenter/index.html

所　在　地 大阪市平野区平野馬場1－11－11 Eメールアドレス work-imagawa.0322@guitar.ocn.ne.jp

2  15  

50～54歳 55～59歳

TEL/FAX 06-6794-5678 06-6794-5554 設 置 年 月 日 平成23年4月1日

利用者・職員ともに、就労に対する意識改革と作業技術の向上に努め、就労を支える観点から、日々の生活づくりにも力点を置
き取り組みを進めていきます。法人外事業所、企業との連携を強め、就労の場の受け皿を拡大するとともに、日々の活動内容の
更なる吟味を行い、進路の受け入れ先としての機能も拡充させ各支援学校との連携にも力を入れ、利用者ニーズの把握に努めて
いきます。

就労系の事業を柱として、知的障がい・精神障がいのあるご本人また、ご家族の皆様と“働く”をキーワードにしながら、様々
な支援活動を通して生きがいを持って暮らしていくことができるように日々の支援を行っていきます。

年齢 17～19歳 20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳 40～44歳 45～49歳 60歳～ 計

1  2  1  1  3  11  女 2  1  

男 1  3  1  2  2  2  2   

3  4  3  1  5  26  計  1  3  3  3  

42.7歳 ２障害重複 2人

○ ○ ○ 女 50.3歳

身体障害 知的障害 精神障害 発達障害 難病患者等 男

３障害重複 0人

計

障害支援区分  5  10  11  26  

非該当 区分１ 区分２ 区分３ 区分４ 区分５ 区分６ 区分認定無

主たる障害 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 A

聴覚・言語障害

B1 B2 計

身
体
障
害

視覚障害

 

 

内部障害

肢体不自由

 

 

知的障害

その他の障害

24  2  26  

 

計     

精神障害

  24  2   26  

 

その他 計
企業就労 通所事業所 その他 企業就労 通所事業所 その他

入所施設
ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ・ｻｰﾋﾞｽ付高齢者住宅 家族同居（一人暮らし）

入院 死亡
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 R2     

 R3     

その他 計
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旭

 

R2 3  3  

R1(H31)

東
住
吉

地
域
別

大阪市北部 大阪市中部 大阪市南部

西
淀
川

淀
　
川

東
淀
川

此
　
花

R3

城
　
東

東
　
成

鶴
　
見

天
王
寺

福
　
島

北
都
　
島

平
　
野

大
　
正

住
之
江

西
　
成

阿
倍
野

生
　
野

住
　
吉

中
　
央

浪
　
速

港 西

https://imagawagakuen.net/workcenter/index.html
mailto:work-imagawa.0322@guitar.ocn.ne.jp


⑩ 利用者の地域別人数（大阪市及び隣接市　その他市町村） （人）

人数 26    26  

４.　日課

時間 8 　 9 10 11 12 13 14 15 16 17

　

５.　週間スケジュール

６.　年間行事

７.　活動内容

８.　支援等の体制

／月

９.　地域との連携・交流の状況

10.　施設の設備状況

㎡ 階層 1 階建

㎡

3 室 1 室

11.アクセス

線 駅 徒歩 5 分

線 駅 徒歩 7 分

線 駅 徒歩 20 分

地
域
別

大
阪
市

豊
中
市

吹
田
市

摂
津
市

守
口
市

門
真
市

大
東
市

総
計

内
容

登所
更衣
体操

朝礼
作業

昼食
昼休み

備　考

作業
お茶休憩

更衣
終礼
降所

東
大
阪
市

八
尾
市

藤
井
寺
市

松
原
市

堺
　
市

土 日

活動
内容

作業
園芸活動

作業
運動

作業
園芸活動

作業
運動

作業
音楽活動

作業(月1回程度
開所)

創作活動
休み

曜日 月 火 水 木

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月

金

12月 1月 2月 3月

クリスマ
ス会

節分
お疲れ様

会

作業方法 受注作業が中心 作業内容 ネジの袋入れ、100均商品の梱包、ネジさし作業など
作品・製
品の販売

その他活動
家族
会

組織有り（入会が必須）

生活支援の内容 心身の状況に応じてＡＤＬ面の維持向上に努め、基本的な生活習慣の確立を目指します。

企業からの加工賃と
独自販売の併用

レクリェーショ
ン活動の内容

月1回コーヒータイム実施
クラブ活
動の有無

なし
クラブ活
動頻度と
内容

医療体制 常勤看護師を配置 医療的対応 近隣の協力医療機関で対応 入浴サービス 提供していない

就労支援の内容

給食の提供 昼のみ提供 作業工賃 月１回の支払い 送迎 送迎を実施している 前年度平均工賃 ¥3,000

ボランティアの状況 時々参加してもらっている 地域自立支援協議会

最寄り駅からの略図

建物構造 鉄骨造平屋建

感染症対策 定期的に窓を開けての換気、作業や送迎時の使用箇所の消毒、消毒用アルコールの携行、不織布マスク着用、パーテーションの設置

補足
（医療・送迎・
入浴について）

地域との連携 内職作業の受注先との連携など

エレベーター なし 階段手摺 なし

車椅子用トイレ あり 公衆電話 なし

敷地面積 384

建物延べ面積 325.88

作業室 休養室

JR平野駅から線路沿いを東部市場前駅方面へ進み左手
にマルタマフーズさん・JR貨物さんを見ながら歩きま
す。その先の大阪中央冷蔵さん南側にある、平屋1階建
ての建物です。「ワークセンターいまがわ」の木の看板
があります。

大阪シティバス 育和公園前

JR大和路 平野

大阪メトロ谷町 平野

運動場 なし 入浴設備 シャワーのみ

併設施設 なし



☎ FAX

1.　運営方針

2.　施設の特徴

3.　利用者の状況 （2022/4/1現在）
① 性・年齢別 （人）

② 主たる対象者 ③ 平均年齢 ⑥重複障害の状況

④ 障害支援区分別 （人）

⑤ 各障害手帳等級別 （人）

⑦ 退所先と退所時の状況（直近4年間） （人）

⑧ 利用者の入所前の状況（直近4年間） （人）

⑨ 利用者の地域別人数（大阪市　各区別） （人）

人数 1  1  1  2  5  
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R3 1  1  

地
域
別

大阪市北部 大阪市中部

R1(H31) 1  1  
R2 2  2  

一般校 支援学校 在宅 他施設 企業 その他 計
H30 1  2  3  

4  
R3     1  1  2  
R2   2   2  

1  
R1(H31)      

H30     1  

 11  

入所施設
ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ・ｻｰﾋﾞｽ付高齢者住宅 家族同居（一人暮らし）

入院 死亡 その他 計
企業就労 通所事業所 その他 企業就労 通所事業所 その他

計  1      6  4  

10  
精神障害 1  1  
知的障害 6  4  

 
その他の障害  
内部障害

 
肢体不自由  

B2 計

身
体
障
害

視覚障害  
聴覚・言語障害

主たる障害 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 A B1

計
障害支援区分  1  1  7  1  1  11  

非該当 区分１ 区分２ 区分３ 区分４ 区分５ 区分６ 区分認定無

○ ○ ○ 女 33.3 歳 ３障害重複 人

2   11  

身体障害 知的障害 精神障害 発達障害 難病患者等 男 37.5 歳 ２障害重複 1人

計  3  1  1  1  3    

2  7  
女  1  1  2  4  
男 2  1  1  1   

利用者・職員ともに、就労に対する意識改革と作業技術の向上に努め、就労を支える観点から、日々の生活づくりにも力点を置
き取り組みを進めていきます。法人外事業所、企業との連携を強め、就労の場の受け皿を拡大するとともに、日々の活動内容の
更なる吟味を行い、進路の受け入れ先としての機能も拡充させ各支援学校との連携にも力を入れ、利用者ニーズの把握に努めて
いきます。

就労系の事業を柱として、知的障がい・精神障がいのあるご本人また、ご家族の皆様と“働く”をキーワードにしながら、様々
な支援活動を通して生きがいを持って暮らしていくことができるように日々の支援を行っていきます。

年齢 17～19歳 20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳 40～44歳 45～49歳 50～54歳 55～59歳 60歳～ 計

郵 便 番 号 547-0048 ホームページアドレスhttp://imagawagakuen.net/workcenter/index.html
所　在　地 大阪市平野区平野馬場1-11-11 Eメールアドレス work-imagawa.0322@guiitar.ocn.ne.jp
TEL/FAX 06-6794-5678 06-6794-5554 設 置 年 月 日 平成23年4月1日

2022/4/1現在

施設・事業所名 ワークセンターいまがわ 施設・事業の内容 就労継続支援B型
法　人　名 (社福) 今川学園 利　用　定　員 10名

http://imagawagakuen.net/workcenter/index.html
mailto:work-imagawa.0322@guiitar.ocn.ne.jp


⑩ 利用者の地域別人数（大阪市及び隣接市　その他市町村） （人）

人数 10  1   11  

４.　日課
時間 8 　 9 10 11 12 13 14 15 16 17

５.　週間スケジュール

６.　年間行事

７.　活動内容

８.　支援等の体制

／月

９.　地域との連携・交流の状況

10.　施設の設備状況

㎡ 階層 1 階建

㎡
3 室 1 室

11.アクセス
線 駅 徒歩 5 分
線 駅 徒歩 7 分
線 駅 徒歩 20 分

JR平野駅から線路沿いを東部市場前駅方面へ進み左手
にマルタマフーズさん・JR貨物さんを見ながら歩きま
す。その先の大阪中央冷蔵さん南側にある、平屋1階建
ての建物です。「ワークセンターいまがわ」の木の看板
があります。

併設施設 なし

大阪シティバス 育和公園前

JR大和路 平野
大阪メトロ谷町 平野

なし
車椅子用トイレ あり 公衆電話 なし

運動場 なし 入浴設備 シャワーのみ

敷地面積 384
建物延べ面積 325.88

作業室 休養室
エレベーター なし 階段手摺

地域との連携 地域の中学校の文化祭に参加させてもらっている（コロナ禍の現在、休止中）
ボランティアの状況 時々参加してもらっている 地域自立支援協議会

最寄り駅からの略図
建物構造 鉄骨造平屋建

医療体制 その他（補足欄に記載） 医療的対応 近隣の協力医療機関で対応 入浴サービス 提供していない
感染症対策 マスク、フェイスシールド等着用の徹底、手指消毒の徹底、検温による体調管理、食事時のパーテーション設置等

補足 多機能型で実施している生活介護事業に常勤看護師を配置しているので対応は可能

その他活動 工賃使用イベント（不定期）
家族
会

組織有り（入会が必須）

生活支援の内容
健康を維持していただくために、食事量や睡眠時間に対する支援、気持ちの波が穏やかになっていくよう話を通じての
コミュニケーションによる支援など

就労支援の内容 働くために必要な挨拶や返事ができるように支援、個々の興味や課題に応じた外部訓練等への参加を支援
給食の提供 昼のみ提供 作業工賃 月１回の支払い 送迎 実施していないが応相談 前年度平均工賃 ¥8,100

作業方法
受注作業及び外
部清掃活動

作業内容
和菓子の梱包・装飾、各種検品梱包作業、清掃活動（児童施
設・入所施設・グループホームなど）

作品・製
品の販売

販売していない

レクリェーショ
ン活動の内容

お疲れ様会、外出プログラム等
クラブ活
動の有無

なし
クラブ活
動頻度と
内容

1月 2月 3月
外出

プログラ
ム

お疲れ様
会

ｸﾘｽﾏｽ会

年度末打
ち上げ

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

曜日 月 火 水 木 金 土 日

活動
内容

作業
作業

外部清掃
作業

外部清掃
作業

作業
外部清掃

作業
（月2回程度開

所）
休み

総
計

備　考

内
容

登所・更
衣・体操 朝礼・作業

昼食・昼休
み 作業 体操・作業

掃除・更
衣・終礼・

降所
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☎ FAX

1.　運営方針

2.　施設の特徴

3.　利用者の状況 （2022/4/1現在）
① 性・年齢別 （人）

② 主たる対象者 ③ 平均年齢 ⑥重複障害の状況

④ 障害支援区分別 （人）

⑤ 各障害手帳等級別 （人）

⑦ 退所先と退所時の状況（直近4年間） （人）

⑧ 利用者の入所前の状況（直近4年間） （人）

⑨ 利用者の地域別人数（大阪市　各区別） （人）

人数 2  
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R３ 1  1  

地
域
別

大阪市北部 大阪市中部

R1(H31) 1  1  
R2 1  1  

一般校 支援学校 在宅 他施設 企業 その他 計
H30 1  1  2  4  

2  
R３  2  1  3  
R2  1  1  

3  
R1(H31)  1  1  

H30  1  1  1  1  (1)

2  

入所施設
ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ・ｻｰﾋﾞｽ付高齢者住宅 家族同居（一人暮らし）

入院 死亡 その他 計
企業就労 通所事業所 その他 企業就労 通所事業所 その他

計       2  

2  
精神障害  
知的障害 2  

 
その他の障害  
内部障害

 
肢体不自由  

B2 計

身
体
障
害

視覚障害  
聴覚・言語障害

主たる障害 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 A B1

計
障害支援区分  1  1  2  

非該当 区分１ 区分２ 区分３ 区分４ 区分５ 区分６ 区分認定無

○ ○ ○ 女 19.0 歳 ３障害重複 0人

 1  2  

身体障害 知的障害 精神障害 発達障害 難病患者等 男 61.0 歳 ２障害重複 0人

計 1       

1  1  
女 1  1  
男

利用者・職員ともに、就労に対する意識改革と作業技術の向上に努め、就労を支える観点から、日々の生活づくりにも力点を置
き取り組みを進めていきます。法人外事業所、企業との連携を強め、就労の場の受け皿を拡大するとともに、日々の活動内容の
さらなる吟味を行い、進路の受け入れ先としての機能も拡充させ各支援学校との連携にも力を入れ、利用者ニーズの把握に努め
ていきます。

就労系の事業を柱として、知的障がい・精神障がいのあるご本人また、ご家族の皆様と“働く”をキーワードにしながら、様々
な支援活動を通して生きがいを持って暮らしていくことができるように日々の支援を行っていきます。

年齢 17～19歳 20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳 40～44歳 45～49歳 50～54歳 55～59歳 60歳～ 計

郵 便 番 号 547-0048 ホームページアドレスhttp://imagawagakuen.net/workcenter/index.html
所　在　地 大阪市平野区平野馬場1－11－11 Eメールアドレス work-imagawa.0322@guiitar.ocn.ne.jp
TEL/FAX 06-6794-5678 06-6794-5554 設 置 年 月 日 平成23年4月1日

2022/4/1現在

施設・事業所名 ワークセンターいまがわ 施設・事業の内容 就労移行支援
法　人　名 (社福) 今川学園 利　用　定　員 6名

http://imagawagakuen.net/workcenter/index.html
mailto:work-imagawa.0322@guiitar.ocn.ne.jp


⑩ 利用者の地域別人数（大阪市及び隣接市　その他市町村） （人）

人数 2    2  

４.　日課
時間 8 11 14 15 17

５.　週間スケジュール

６.　年間行事

７.　活動内容

８.　支援等の体制

／月

９.　地域との連携・交流の状況

10.　施設の設備状況

㎡ 階層 1 階建

㎡
3 室 1 室

11.アクセス
線 駅 徒歩 5 分
線 駅 徒歩 7 分
線 駅 徒歩 20 分

JR平野駅から線路沿いを東部市場前駅方面へ進み左手
にマルタマフーズさん・JR貨物さんを見ながら歩きま
す。その先の大阪中央冷蔵さん南側にある、平屋1階建
ての建物です。「ワークセンターいまがわ」の木の看板
があります。

併設施設 なし

大阪シティバス 育和公園前

JR大和路 平野
大阪メトロ谷町 平野

なし
車椅子用トイレ あり 公衆電話 なし

運動場 なし 入浴設備 シャワーのみ

敷地面積 384
建物延べ面積 325.88

作業室 休養室
エレベーター なし 階段手摺

地域との連携 就業・生活支援センター、他就労支援事業所と定期的に連絡会を実施
ボランティアの状況 時々参加してもらっている 地域自立支援協議会 都合が合えば参加

最寄り駅からの略図
建物構造 鉄骨造平屋建

医療体制 その他（補足欄に記載） 医療的対応 近隣の協力医療機関で対応 入浴サービス 提供していない
感染症対策 利用者マスク着用の励行、職員マスク＆ゴーグル着用での支援、活動室内パーテーション設置、換気、室内消毒の徹底

補足

その他活動 ハローワークで求職活動・企業見学・企業実習
家族
会

組織有り（入会が必須）

生活支援の内容 生活状況の聞き取りをもとに医療機関・相談支援機関と連携しつつ生活リズム構築、金銭管理アドバイス、食生活への
就労支援の内容 マナー学習（挨拶、報連相、身だしなみなど）、面接練習、履歴書作成練習、ハローワーク同行など

給食の提供 昼のみ提供 作業工賃 月１回の支払い 送迎 実施していないが応相談 前年度平均工賃 ¥2,200

作業方法 受注作業が中心 作業内容 封筒、梱包作業
作品・製
品の販売

販売していない

レクリェーショ
ン活動の内容

卒業生の会、忘年会
クラブ活
動の有無

なし
クラブ活
動頻度と
内容

1月 2月 3月

懇親会
合同企業
説明会

外出
イベント

忘年会

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

曜日 月 火 水 木 金 土 日

活動
内容

作業
ハローワーク/

個別課題
個別学習 作業

マナー学習／
個別課題

作業
（月1回程度開

所）
休み

総
計

9 10 12 13 16 備　考

内
容

登所・
更衣・体

操
朝礼・訓練

昼食・
昼休み

訓練
掃除
・

更衣

終礼
・

降所

地
域
別

大
阪
市

豊
中
市

吹
田
市

摂
津
市

守
口
市

門
真
市

大
東
市

東
大
阪
市

八
尾
市

藤
井
寺
市

松
原
市

堺
　
市



☎ FAX

1.　運営方針

2.　施設の特徴

3.　利用者の状況 （2022/4/1現在）
① 性・年齢別 （人）

② 主たる対象者 ③ 平均年齢 ⑥重複障害の状況

④ 障害支援区分別 （人）

⑤ 各障害手帳等級別 （人）

⑦ 退所先と退所時の状況（直近4年間） （人）

⑧ 利用者の入所前の状況（直近4年間） （人）

⑨ 利用者の地域別人数（大阪市　各区別） （人）

人数 1  2  

平
　
野

大阪市南部

西
淀
川

淀
　
川

東
淀
川

此
　
花

福
　
島

北
都
　
島

旭 港 西
中
　
央

浪
　
速

城
　
東

東
　
成

鶴
　
見

天
王
寺

大
　
正

住
之
江

西
　
成

阿
倍
野

生
　
野

住
　
吉

東
住
吉

R3 1  1  

地
域
別

大阪市北部 大阪市中部

R1(H31) 2  2  
R2  0

一般校 支援学校 在宅 他施設 企業 その他 計
H30 3  3  

2  
R3  2  
R2  １（１）

R1(H31)  1  1  
H30  

1  3  

入所施設
ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ・ｻｰﾋﾞｽ付高齢者住宅 家族同居（一人暮らし）

入院 死亡 その他 計
企業就労 通所事業所 その他 企業就労 通所事業所 その他

計  1      1  

1  2  
精神障害 1  1  
知的障害 1  

 
その他の障害  
内部障害

 
肢体不自由  

B2 計

身
体
障
害

視覚障害  
聴覚・言語障害

主たる障害 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 A B1

計
障害支援区分  1  1  1  3  

非該当 区分１ 区分２ 区分３ 区分４ 区分５ 区分６ 区分認定無

○ ○ ○ 女 22.0 歳 ３障害重複 0人

 3  

身体障害 知的障害 精神障害 発達障害 難病患者等 男 34.5 歳 ２障害重複 0人

計 2     1   

2  
女 1  1  
男 1  1  

利用者・職員ともに、就労に対する意識改革と作業技術の向上に努め、就労を支える観点から、日々の生活づくりにも力点を置
き取り組みを進めていきます。法人外事業所、企業との連携を強め、就労の場の受け皿を拡大するとともに、日々の活動内容の
さらなる吟味を行い、進路の受け入れ先としての機能も拡充させ各支援学校との連携にも力を入れ、利用者ニーズの把握に努め
ていきます。

就労系の事業を柱として、知的障がい・精神障がいのあるご本人また、ご家族の皆様と“働く”をキーワードにしながら、様々
な支援活動を通して生きがいを持って暮らしていくことができるように日々の支援を行っていきます。

年齢 17～19歳 20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳 40～44歳 45～49歳 50～54歳 55～59歳 60歳～ 計

郵 便 番 号 547-0048 ホームページアドレスhttp://imagawagakuen.net/workcenter/index.html
所　在　地 大阪市平野区平野馬場1－11－11 Eメールアドレス work-imagawa.0322@guiitar.ocn.ne.jp
TEL/FAX 06-6794-5678 06-6794-5554 設 置 年 月 日 平成30年10月1日

2022/4/1現在

施設・事業所名 ワークセンターいまがわ 施設・事業の内容 就労定着支援
法　人　名 (社福) 今川学園 利　用　定　員 なし

http://imagawagakuen.net/workcenter/index.html
mailto:work-imagawa.0322@guiitar.ocn.ne.jp


⑩ 利用者の地域別人数（大阪市及び隣接市　その他市町村） （人）

人数 3    3  

４.　日課
時間 8 　 9 10 11 12 13 14 15 16 17

５.　週間スケジュール

６.　年間行事

７.　活動内容

８.　支援等の体制

／月

９.　地域との連携・交流の状況

10.　施設の設備状況

㎡ 階層 1 階建

㎡
3 室 1 室

11.アクセス
線 駅 徒歩 5 分
線 駅 徒歩 7 分
線 駅 徒歩 20 分

JR平野駅から線路沿いを東部市場前駅方面へ進み左手
にマルタマフーズさん・JR貨物さんを見ながら歩きま
す。その先の大阪中央冷蔵さん南側にある、平屋1階建
ての建物です。「ワークセンターいまがわ」の木の看板

併設施設 なし

大阪シティバス 育和公園前

JR大和路 平野
大阪メトロ谷町 平野

なし
車椅子用トイレ あり 公衆電話 なし

運動場 なし 入浴設備 シャワーのみ

敷地面積 384
建物延べ面積 325.88

作業室 休養室
エレベーター なし 階段手摺

地域との連携
支援期間終了後に就業・生活支援センターへスムーズに支援を引き継げるよう、支援期間中から就業・生活支援
センターへの登録、情報共有を行っている。

ボランティアの状況 時々参加してもらっている 地域自立支援協議会

最寄り駅からの略図
建物構造 鉄骨造平屋建

医療体制 その他（補足欄に記載） 医療的対応 入浴サービス
感染症対策 企業訪問前の検温実施、訪問時のマスク着用、消毒用アルコールの携行、懇談時には換気を実施するなど

補足 定期通院状況を確認。職場で健康診断等があった場合は数値データを確認する。

その他活動
家族
会

生活支援の内容
職場やご家庭での様子、医療情報を定期的に聞き取り、必要に応じてアドバイスを行う。また相談支援と連携し地域移
行への情報提供やお金の使い方などの提案をする。

就労支援の内容
毎月１回以上職場を訪問し必要な調整等の支援を行う。行った支援に関して支援レポートを作成し、毎月企業・本人に
確認していただいている。必要に応じて、企業・本人を交えたケア会議を実施する。

給食の提供 作業工賃 送迎 前年度平均工賃

作業方法 作業内容
作品・製
品の販売

レクリェーショ
ン活動の内容

卒業生の会の実施
クラブ活
動の有無

なし
クラブ活
動頻度と
内容

1月 2月 3月

卒業生の
会

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

曜日 月 火 水 木 金 土 日

活動
内容

総
計

備　考

内
容

地
域
別

大
阪
市

豊
中
市

吹
田
市

摂
津
市

守
口
市

門
真
市

大
東
市

東
大
阪
市

八
尾
市

藤
井
寺
市

松
原
市

堺
　
市


